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森林土木事業の推進について

高知県林業振興・環境部　治山林道課長　中　屋　　　貴

　読者の皆様には、日頃より、高知県の森林土木事業の推進にご協力いただいておりますことに厚くお礼申し

上げます。この４月に、「森づくり推進課」から「治山林道課」へ着任し、森林土木事業に携わることとなり

ました中屋です。「森づくり推進課」では、森林情報を県民の皆様に提供する森林クラウドの運用などを行う

森林計画業務、林業大学校をはじめとする林業の担い手対策や県有林の管理等を行う公有林業務に携わってい

ました。私事で恐縮ですが、平成 14 年度以降、林業振興分野の業務に携わっており、森林土木事業について

は、実に 23 年振りとなります。治山林道課の前身である森林整備課で治山事業の担当であった当時は、平成

10 年度から 13 年度にかけて発生した 98 豪雨、室戸豪雨や西南豪雨による災害の復旧に取り組んだことが思

い出されます。

　このような災害復旧、森林の維持・造成を通じ、国土保全を進める治山事業や木材の運搬や効率的な原木生

産を行うための重要なインフラ整備である林道事業といった森林土木事業の役割や効果についてはご承知のと

おりであり、改めて言うまでもありませんが、そうした森林土木事業にまた、携われることを光栄に感じてい

ます。

　現在、森林土木事業を取り巻く国の状況としまして、令和３年度から開始された「防災・減災、国土強靱化

５か年加速化対策」では、山地災害危険地区等における治山対策や一体的に取り組む森林整備、防災機能の強

化に向けた林道の整備・強化が進められています。当対策は、令和７年度が最終年度であることから、次期対

策が望まれるところであり、昨年の国土強靱化基本法の改正を踏まえ、今後その検討が本格化するものと思わ

れます。また、今年５月に策定された「森林整備保全事業計画」では、その成果指標の１つとして「森林資源

の循環利用の促進」が設定され、「林道等の基盤整備により、木材の安定的かつ効率的な供給に資することが

可能となる育成林の資源量を増加させる。併せて、既設林道については、改築・改良により質的な向上を図

る。」こととしており、令和 10 年度までの５年間に全国で約 7.0 万 km の路網整備の事業量が定められています。

　一方、本年度、県では、経済活性化に向けたトータルプランである「産業振興計画」の第 5 期がスタート

しており、林業分野の取り組みでは、「山で若者が働く、イノベーション創発型の国産材産地」を目指す姿と

して、女性や若者などの活躍、そして森林資源の再生産などを推進することとしております。

　この取り組みの戦略の柱の１つである「森林資源の再生産の促進」では、各林業事務所に設置する「林道整

備促進協議会」において、新規林道の掘り起こしや既設林道の早期完成など、林道等の開設（改良）の促進を

図ることで、原木輸送の効率化を進め、さらなる生産性の向上、ひいては林業収支のプラス転換に取り組んで

いきます。

　また、気候変動に伴い激甚化している山地災害からの早期復旧や安全安心な暮らしを守るための事前防災・

減災対策では、治山事業に加え、南海トラフ地震等の大規模災害時の迂回路として、林道を有効的に活用する

仕組みづくりを進めることとしています。

　こうした国の動向等を踏まえ、関係予算の確保に取り組むことや産業振興計画の取り組み等を通じ、森林土

木事業の推進に取り組んでいきます。

　結びになりますが、私自身、森林土木事業の経験は決して多くありませんが、これまでの経験も活かしなが

ら、前向きに自分ができることを精一杯務めますので、どうぞよろしくお願いいたします。
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高知の地盤　

― あなたの住居の地盤を理解していますか？―

　地震の揺れの強さは、その場所の地盤によって大

きく影響されます。最近の強振動地震学の進歩に

よって、例えば 30 メートルの軟弱地盤があれば、

地震の揺れは硬い岩盤に比べ 2.56 倍も揺れが増幅

されることがわかってきました。震度７になる揺れ

は、地震の発生メカニズムより地盤の強度が大きく

関わっているのです。ではその地盤の良し悪しはど

のように決まるのでしょうか？

　日本で平野と呼ばれている所は、残念ながら沖積

低地であることが多く、地盤が弱い所なのです。下

の図は、高知市を上空から眺めたものですが、私た

ちは東西に伸びる平地に沿って市街地を広げてきた

ことがよくわかります（図１）。

図１. 高知市周辺の鳥瞰図
（国土地理院発行数値地図、50mメッシュ、地図画像 25,000「高知」使用）

　

　この平野を造っている地層は地質学的には新し

く、東京や大阪などの日本のほとんどの都市に共通

した「問題」をはらんだ地層なのです。

　高知平野はどのようにして出来たのでしょう

か？今から 18000 年前、氷河期の寒冷な気候のた

め、大陸の上に大量の氷河が発達し、海水が減少

し海水面は今より 130 メートルほど低下していま

した。現在の鏡川や国分川の河口は、ずっと南約

30km 付近の土佐湾の中にありました。当時の河

口は海底によく残っています。その後、地球は最

終間氷期を迎え、大陸の氷が溶けて現在の海水面

の高さになったのは、今からわずか 7300 年前の

ことになります。

　高知平野は海水面の上昇によって次第に陸から運

ばれた土砂で埋め立てられて行ったのです。堆積し

たばかりの土砂は水分を多く含み、体積の約半分は

水なのです。ただ、その軟弱地盤の受け皿になって

いる地層は、高知市に限れば硬く古い地層からなっ

ているため、山や尾根筋を造っている地盤は比較的

しっかりしています（ちなみに古いとは 1 億年前

の地層です）（図２）。 

図２. 高知平野西部の 18000 年前（左）と現在（右）

南海地震に備える

高知大学名誉教授・高知大学防災推進センター　客員教授　岡　村　　　眞
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地盤の液状化

　高知平野のような沖積平野では、地震が起きると

液状化が発生します。

　2011 年の東北地方太平洋沖地震（M9.1）では、

東京湾北部の湾岸埋立地において広範囲に地盤の液

状化が発生し、たくさんの住宅が傾いたり、砂に埋

まったりしました。また今年 1 月 1 日に発生した

能登半島地震でも、金沢市の北部の北灘町で大規模

な液状化被害が発生しました。現地の震度はわずか

震度５弱でした。小さな揺れでも長く続く地震で

は、液状化は発生します。ただ、高知市でも過去南

海地震に伴う液状化は発生しているはずなのです

が、その平地の多くは地盤沈下と津波により海水に

覆われて、明確な証拠は残っていません。

　南海トラフ地震によって液状化が発生すると、家

が傾くだけでなく道路に亀裂が走ったり、大きく陥

没するなど津波避難が難しくなることが懸念されま

す。軟弱地盤上に土砂を盛り上げて造られた堤防な

どの破壊の結果、津波や洪水などの被害が拡大する

可能性もあります。多くの自治体では「地盤の液状

化予想マップ」を作成配布しています。自分の家だ

けではなく、周辺地域でも液状化を起こしそうな場

所を、あらかじめチェックしておきましょう。

図３. 液状化発生メカニズムの模式図

　地盤の液状化はどうして起きるのでしょうか？私

たちの住む沖積平野は、河川によって運ばれた砂や

泥が厚く溜まっています。この軟弱地盤の約半分は

水です。地盤はこの水（間隙水）が自重で抜けるこ

とで次第に締め固まり、しっかりした地盤になりま

すが、これには数千年という長い時間がかかりま

す。もちろん地盤改良工事で人工的に間隙水を押し

出して、強い地盤にしていくことも可能です。

　堆積直後の砂や泥などの粒子と粒子の間には、多

くの隙間がありますが、粒子間の摩擦は有効に働き

ます。ただ堆積物はどんどん上に積み重なっていく

ので、地盤全体に地震の揺れが加わると、より高圧

の水が動き始めて、粒子間の摩擦がなくなり、まる

で堆積物全体が水のように振る舞うのです。これが

「液状化」と呼ばれるものです。

　地盤は液状化により噴砂を伴いながら脱水し、粒

子間の隙間が少なくなります。この結果、粒子間の

摩擦はより強いものとなり、堆積物は以前より締め

固まった良好な地盤となって行きます。だが、かつ

ては 1 回液状化を起こした地盤は二度と液状化は

起こさないとされていたのですが、現在ではより強

い揺れにより何度も液状化を繰り返すことがわかっ

てきました。
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写真−１　勤務中の様子

　こんな調子で、入庁１年目は毎日のように新しい

業務に出会い、そのたびに頭を抱えていたのです

が、そんな自分が１年間やってこられたのは上司や

先輩方からの手厚いサポートと仕事について相談で

きる同期がいたこと、これに尽きます。森林土木に

ついて一からしっかりと教えてくださり、私が奇妙

な質問をしても、分かりやすいようにかみ砕いて答

えてくださいました。また、分からないことを共有

し、一緒に考えてくれる同期がいてくれたことで、

着実に業務を進めていくことができました。

1．はじめに

　私は令和５年４月に入庁し、新規採用職員として

治山林道課の治山担当に配属となりました。

　私自身、大学時代には生態系について興味があった

ので、主に森林生態学について学んでいました。しか

し、森林土木に関しては「し」の字も知らないままの

スタートであり、不安な気持ちでいっぱいでした。

　

2．日々の業務について

　私が担当している業務は、山地災害防止事業（公

共治山、林地荒廃防止事業に採択されない、小規模

な崩壊地または崩壊、落石の恐れのある箇所の復旧

整備や治山施設の小規模な被災の復旧と維持修繕）

にかかる業務及び山地災害危険地区（人家や病院、

学校、道路等の公共施設などに直接被害がおよぶお

それがある地区を調査し危険度が基準以上のもの）

に関する業務です。

　２年目となった今でこそ「山地災害防止事業の目

的とは…」と担当業務について説明ができますが、

入庁したての時はその単語すら聞いたことが無く、

「この先大丈夫なのだろうか」と不安で胃が痛くなっ

たことを覚えています。

　その不安は見事的中し、山地災害防止事業の審査

時、森林土木の知識が無いために、実際に出先機関

から送られてきた計画書を見ても、その工種の内容

や目的すら分からず、その度に技術基準や必携を見

て、仕事と並行して勉強しながらなんとか進めてい

る状態でした。

　また、勉強しなければいけないことは森林土木に

関する知識だけではなく、担当業務に関する各種要

綱や要領、会計等の事務処理にかかる根拠法令につ

いても勉強しなければならず、頭がパンクしそうで

した。

「はじめての森林土木」
高知県林業振興・環境部　治山林道課　技師　上　村　啄　斗　
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３. １年目の成長について

　当時は気づかなかったのですが、今思うと自分は

あれで成長したなという業務がいくつかありました

ので、紹介させていただきます。

　まず、１つ目は「高知県・徳島県地すべり研究発

表会」です。この研究発表会で、越知町の小日浦と

いう箇所で発生した地すべりについて発表させてい

ただいたのですが、発表するにあたって地すべり調

査観測結果や現地を見たことで、「地すべり発生の

素因や誘因」「なぜこの対策工となったのか」「目標

安全率について」など様々な知識や考え方について

学ぶことができました。また、それらを簡潔にまと

めて現地で発表するという経験をしたことで、自信

につながりました。

 写真−２　地すべり研究発表会　現地発表

　２つ目は、皆さんが言っていることではあります

が状況を把握するための現場に行くことです。当時

の自分は図面や写真を見ても全くイメージできませ

んでしたが、現場に行って荒廃状況や施工箇所、保

全対象等の周りの状況を確認することができ、さら

に上司や先輩方が現地について教えてくださったお

かげで、段々とイメージをつかめるようになってき

ました。

写真−３　災害箇所のドローン撮影

４．２年目になって

　２年目に突入し日々の業務に少しずつ慣れてきま

したが、初めての業務が入ってくると、すぐに頭を

抱えてしまい、勉強不足や判断力不足を実感しま

す。しかし、これを良い機会だと思い勉強しつつ、

時には周りの方に頼りながら、業務に励んでいきた

いと思います。

　こうして経験を積み重ねていき、１人前の林業職

員として、災害から県民の命・財産を守り、安心し

て生活できる社会の実現に貢献できるよう日々精進

して参ります。

　今後もご迷惑をおかけしますが、何卒よろしくお

願いいたします。

写真−４　現地確認の様子
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高知県からのお知らせ
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高知県山林協会の災害時の体制

災害対策本部の設置
１.　協会は、高知県の災害対策本部が第 4配備体制を取った場合、及び震度 5強以上の地震
が発生した場合は災害対策本部を本部事務所に設置します。
２.　支所職員は、所轄の林業事務所の配備体制に基づき協力することとします。
３.　市町村に派遣された職員は、市町村の指揮下で行動することとします。

災害対策本部　　ＴＥＬ　０８８−８２２−５３３１
　　　　　　　　ＦＡＸ　０８８−８７５−７１９１

会 長 理 事 本 部 長 副会長兼専務理事

副 本 部 長
常 務 理 事

技 術 専 門 官 高知県林業振興・環境部
治 山 林 道 課

対 策 委 員

事 業 部 長
総 務 部 長
総 務 課 長
営 業 管 理 課 長
業 務 課 長
業 務 課 長 補 佐
情 報 企 画 課 長
情報企画課長補佐
各 班 長

各 林 業 事 務 所

各 市 町 村

市町村担当割

安芸管内 中央東管内 中央西管内 須崎管内 幡多管内

治 山 第 1 班 安芸市・芸西村 香美市・南国市 土佐市・佐川町 津 野 町 三原村・大月町

治 山 第 2 班 室戸市・田野町 大豊町・高知市 い の 町 梼原町・須崎市 宿毛市・四万十市

林 道 第 1 班 北川村・安田町
・馬路村 本山町・土佐町 仁 淀 川 町 四 万 十 町 黒 潮 町

林 道 第 2 班 東洋町・奈半利町 大川村・香南市 日高村・越知町 中 土 佐 町 土 佐 清 水 市

カ ー ボ ン ･
オフセット班

情 報 の 集 計 及 び 分 析総 務 班

情 報 企 画 班

管 理 契 約 班

　但し、災害の規模によっては管轄を変更する事があります。

大規模災害時の支援体制
　大規模災害時の早期復旧支援の為、中国・四国地区森林土木コンサルタント連絡協議会並び
に都道府県森林土木コンサルタント連絡協議会で支援協定を締結しています。
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　同課の東加律彦チーフ（治山担当）には「治山事

業」で治山事業の内容・体系、治山関係の災害復旧

等事業、県単独治山事業等について、同課の弘瀬健

一チーフ（林道担当）には「林道事業」で路網整備、

路網整備と高性能林業機械を組み合わせた作業シス

テム、林道事業の種類等についてご説明いただきま

した。

　高知大学の岡村眞客員教授には『近づく南海地震

に備える』と題してご講演いただきました（写真３）。

　岡村客員教授は平成 22 年から数えて 12 回目の

ご講演となります。

 

写真３　岡村客員教授のご講演

　講演の中で、南海地震はこれまで規則正しく発生

していること、１分以上揺れが続く場合は海溝型地

震で必ず津波が来ること、時間的な誤差はあるが

2026 年頃発生するのは世界の常識であること、畑

など周りに何もない平坦な場所にいるのが一番安全

であること、水・食料がなくて命を落とした人はい

ないこと、１m の津波で 98％は亡くなること等を

ご説明されました。特に、死亡原因の大半は「家屋

倒壊」であり、住宅の耐震化を強調されました。

　都道府県森林土木コンサルタント連絡協議会の両

角実技術顧問には『林道事業について（災害に強い

丈夫な林道設計について）』と題してご講演いただ

きました。

　講演の中で、森林・林業基本計画の基本方針を示

し、森林の多面的機能、山村価値の創造、生産性向

上の観点から、林道・路網整備の必要性をご説明さ

れました。また、近年の林道災害事例をご紹介され

ました。まとめとして、「災害に強い丈夫な林道設

　去る５月 16 日（木）、17 日（金）の両日、高知

市内及び大豊町内にて令和６年度市町村森林土木担

当職員研修会を開催しました。

　この研修会には、18 市町村の 50 名の森林土木

担当職員の方々にご参加頂きました。当協会役職員

一同心より御礼申し上げます（写真１）。

 

写真１　室内研修の様子

５月 16 日（場所：高知市内　CHRES セリーズ）
　初日の室内研修では、３名の講師にご講演頂き４

名の県職員にそれぞれの担当部門についてご説明い

ただきました。

　まず、当協会の二宮栄一副会長の開会挨拶に続き、

県林業振興・環境部治山林道課の中屋貴課長には「令

和６年度当初予算の概要」で森林土木事業に係る組織

体制、治山林道課の予算配分が対前年比98.6％であっ

たこと等についてご説明いただきました（写真２）。

 

写真２　中屋課長の説明

　同課の谷本貴則チーフ（林地保全担当）には、「林

地保全業務」の保安林制度（保安林の種類、保安林

の指定・解除）、林地開発許可制度等についてご説

明いただきました。

令和６年度市町村森林土木担当職員研修会
一般社団法人高知県山林協会　技術専門官　吉　川　聖　真　
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計」のためには、規格・構造の確保、コスト効果の

高い設計が必要であり、求められる効果が最大限に

発揮できる路網を設計・整備することが重要である

ことを強調されました（写真４）。 

写真４　両角技術顧問のご講演

　日鉄神鋼建材（株）商品技術部西日本設計室の井筒

裕人室員には『落石対策工の設計と機能について』

と題してご講演いただきました（写真５）。 

写真５　井筒室員のご講演

　講演の中で、落石対策工（落石予防工・落石防護工）

についてご説明されました。落石防護工のうち落石

防止柵を従来型と従来型以外で比較し、最近の工法

として高エネルギー吸収型落石防止柵、ハイジュー

ルネット工法についてご説明されました。また、落

石エネルギーの計算や落石防護柵の設計方法、手順

をご説明されました。さらに、落石衝突のイメージ

映像として落石試験の映像をご紹介いただきました。

　当協会の大﨑孝文事業部長が「高知県土木積算シ

ステム」について説明しました。

　閉会挨拶では、当協会の永野俊彦常務が長時間に

わたる研修会参加に対して感謝の意を表しました。

５月 17 日（場所：大豊町内）
　２日目は５年ぶりの現地研修を大豊町内の治山現

場２箇所で行い、高知県中央東林業事務所の廣末一

チーフ、鍋島司主幹、関田衣里子技師にご説明いた

だきました。

　まず、立川地区の現場では「立川上名災害関連緊

急地すべり工事」の概要、崩壊性地すべりの素因と

誘因、復旧工法の検討経緯、復旧工事の優先順位等

についてご説明されました（写真６）。 

写真６　廣末チーフのご説明（立川地区）

　また、下桃原地区の現場では「下桃原復旧治山工

事」の山腹崩壊発生状況、被災原因、保全対象、復

旧工法等についてご説明され、参加者と活発なディ

スカッションが行われました（写真７）。 

写真７　現地研修の様子（下桃原地区）

おわりに～生き残りましょう…そのために～
　令和元年以来の室内研修・現地研修の２日間の開

催となりました。室内研修は満席、現地研修は講師・

事務局を含めると過去最高の参加者数（50 名）と

なりました。研修会開催にあたりご協力いただきま

した多くの皆様に感謝申し上げます。

　「生き残りましょう」これは岡村先生の講演の最

後の言葉です。生き残るためには「備える」ことが

必須であり、誰にでも可能なことです。私たちは多

くの人々に「備える」ために必要な様々な情報やノ

ウハウを今後も出来る限り提供してまいりたいと考

えています。
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テクノ　ア・ラ・カルト
−技術の逍遥５：「考えること」−

一般社団法人日本森林技術協会　高知事務所長　長　澤　佳　暁

１　図書館「かみーる」

　香美市の図書館「かみーる」を月２回ほど利用し
ています。ヒノキ集成材を使用した建物と館内のあ
ちこちに置かれたヒノキ材の机や椅子は地元の家具
工房（地元建築家とも提携している？）デザイン・
製作、そして何より所蔵図書の分類整理方法の徹底
とさまざまな新刊もあることが大きな魅力です。更
に計画段階から市民の要望を反映している施設でも
あり、「つながるーむ（100 席　講演会や催し物等）」
やグループ室、学習・読書室など読書と学習形態の
応じた部屋の設定に加え、飲食室もあります。
　加えて、私たちに関係が
深い森林・林業のコーナー
もあり、例の　『市町村担当
者のための林道入門』が書
棚に収まっています。

２　「考える葦（あし）」
　その「かみーる」で借りた「パ
ンセで極める人間学」（鹿島茂
NHK ブックス）」は、パスカルの
著書「パンセ」の哲学的ガイド本
です。
　パスカルはフランスの哲学・物理学者（1623 年
～ 1662 年）で圧力の単位に彼の名が使われている
ことでも有名です。例えば、天気予報の気圧単位の
ヘクト・パスカルです。
　先の「パンセ」には多数の名文句や考案がある遺
稿集です。その中の言葉で最も有名なのが「人間は
考える葦である」です。
　そこで、この「考えること」について触れてみます。

３　「考えること」について
　「考える」とは「１その事について、心を知的に使っ
て判断する。２新たなものを工夫する。考案する。」
とされています。似た言葉に「思う」がありますが、

「思う」は「情緒的・一時的な思考」に対して「考える」
は「論理的・継続的な思考」とされています。換言
すれば、「考える」は創造的で加えて「意志の度合い」
が大きくなると言えます。
　ここで、パスカルの「パンセ」の「考える葦」に
戻ります。
　何も考えずにコンピューターなどを通じて AI の
言いなりになれば、そこに自分すなわち個人の尊厳
は影を潜めます。人間は、一見すると弱い存在の象
徴である葦と同じようであるが、自らが考え、自ら
の生き方の指針を見出すことができること、これを

「宇宙を凌駕する尊厳がある」とパスカルは定義し、
要約した翻訳者が「人間は考える葦」としています。
　更に、パスカルは「考えること」が道徳の原理と
も言っています。

４　「考えること」の実践
　「考えること」をどう実践すべきか…で思いつい
たのが林業大学での林業数学のカリキュラムです。
このカリキュラムは２コマ（計３時間）の授業が年
2 回あり、林業実務における数学、特に三角関数に
重点を置いていて、「森のテクノ　2021 年 10 月号」
でも概要を述べました。
　本授業のテキストの構成は、表１のようになって
います。今年になって、テキスト構成が学生時代の
数学の流れに倣っているため「考える」ウェイトが
低いのでは？と気付きました。

業務の種類 業務の内容（例） 関連する数学等の分野

①間伐の区域
の面積測定

測量機器（ポケットコンパス、GPS 等）
を使用して、区域測定と面積、材積等
の算定

・距離計算（三角関数）
・方位計算（三角関数）
・区域面積（三角関数座標）
・材積計算（基礎数学）

・距離計算（三角関数）
・方位計算（三角関数）
・構造物面積（三角関数ヘロン式）
・物理（モーメント）

②間伐木の伐
倒と搬出

搬出システム機器に発生する応力
（林業機械のアーム（支柱）の安定性等）

・物理（モーメント）

④森林計画の
作成

森林所有形態の分析（所有面積の平均、
所有形態等地域特性の把握等）

・統計分析
（偏差値計算、相関係数）

③作業道等の
整備

平面線形の測量　土工量等算定
構造物の面積、体積計算

表 1
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　従来からのテキストは、数式に関する演習を内容
としているので、今回の見直しではこの内容を基本
にしながら実務例を９例ほど入れて「身近に考える」
の部分を導入することとしました。

（従来の算式を主にしたテキストの内容の一例）

（1）「考える」カリキュラムに向けて
①考える領域拡大に向けたきっかけ作り
　昨年のカリキュラムから試行している「３～ 4
人を一班で互いに問題練習に取り組む」体制を、
相互啓蒙すなわち「どう計算し、どう考えるか」
の観点で充実させること。
②自分の意見（見解）を持つこと
　最も身近な題材の代表である「仕事」との関連
を実務例という計算の例題で示すことで、疑問点
の所在を明らかにしながら問題解決を図ること。
更に、状況によっては自分の意見を持つことの必
要性も実感できること。

　この観点で、1 コマ目は従来の数式等定型のもの
の学習と例題演習とし、2 コマ目を「実務演習」と
題して上記の①、②の体制で演習してもらうことと
しました。　次に今回作成した８題の内、２題を例
示します。

（2）「考える」カリキュラムに向けての例
①現場で多用されている高性能林業機械（ここで
はフォワーダー）の接地圧と体重の接地圧との単
純比較で、「視点を変える」ための例題（下図）です。

②ポケットコンパス等による平面測量の誤差に関
するものです。機器の指針が目盛りの間にある場
合の読み取り数値は主観に左右されがちです。こ
こでは高低角 1°の違いが平面距離にどう反映する
かを算定し、誤差処理（別の実務演習「座標値に
よる平面図作成」を準備している）のあり方にも
触れる例題です。（下図）

(3) 日々の生活での「考えること」
　誰でも平等に持っているものの一つが「考える」、

「思考する」といった能力です。
　「考える」と「思う」の違いは先述しましたが、『考
える＝目的を伴う思考』とも言えます。その目的の
　具体例としては
　・疑問を解く
　・新たな視点を構築する　
　・効率的な方法を考案する　等です。
　日常生活において　
　・一歩深く考えること
　・別の手法は？と創造的に考えること　
　などを習慣づけたいものです。
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県立甫喜ヶ峰森林公園から

　黒　津　光　世指定管理者　一般社団法人高知県山林協会　主任

キッズフォレスト

　今年度から「キッズフォレスト」というイベント

をはじめました。平日開催で未就学のお子さんを対

象にしています。

　お家にいる小さなお子さんと、ママやパパ、おば

あちゃん、おじいちゃんたちが、自然に触れてリ

ラックスしてもらう機会が提供できればと企画しま

した。

　企画したのはいいのですが、本当に参加してくれ

る人がいらっしゃるのか不安でしたが最初の月は２

組が、２か月後には４組の申込をいただくようにな

りました。

 

 

 

　恐る恐る川の中をのぞいてみたり、虫眼鏡で木の

根元をのぞいてみたり、果ては、この笑顔。もう見

てるおばあちゃん（私）のほうが、たまらん！癒さ

れるという感じです。

　あとは、もう少し参加してくださる方が増えると、

大人の方も子育てのお話などして、リラックスして

いただけるかなと考えております。

 

お子ちゃまは、すぐに仲良しです。

　開催予定は、ホームページ等でお知らせします。

　ご興味のある方はぜひご参加ください。

親子木工教室 ガイドウォーク秋

日　時
2024年
7月27日（土）・28日（日）
時　間
10時～ 11時 30分　
13時～ 14時 30分
対　象
小中学生と家族
参加費
1,000円（1作品）（保険代含む）
申込不要です。当日直接お越しください。
森林公園のスタッフがお手伝いします。

日　時
2024年9月8日（日）
時　間
10時～ 14時（荒天中止）　
（申込締切 9月 3日（火））
対　象　　　　定　員
小学生以上　　20名
参加費
300円（保険代含む）
講　師
細川公子先生
（土佐植物研究会副会長）

甫喜ヶ峰の
イベント情報
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日　　　　　程

　7 月 18 日　公有林野全国協議会理事会・総会（東京都）
　8 月  2 日　作文コンクール審査会（山林協会）
　8 月 23 日　山林協会理事会（三翠園）

　 8 月 30 日　　　山林協会通常総会（ザ　クラウンパレス新阪急高知）
　 9 月 11 日　　　日本治山治水協会定時総会（東京都）
　10 月 3・4 日　　全国治山林道協会長会議（秋田県）

表 紙 写 真
場　　　所　　第 74 回全国植樹祭（岡山県）

写真提供者　　高知県林業環境政策課

　林野庁、都道府県及び市町村が行う〝山地災害防止
キャンペーン〞の関連行事として、標語及び写真の作品
を募集していますのでお知らせします。

　お一人３点まで応募できます。ただし未発表作品に
限ります。なお、ご提供いただいた個人情報は、①応
募作品の保護管理、②入賞者への連絡、③入賞作品
を紹介する際の氏名表示等に使用します。

応募要領

応募方法等

☆1枚のはがきで複数の作品を応募できます。
☆応募上の注意
・児童、生徒の場合は、学校名と学年を記載してください。
・多数の作品をまとめて応募する場合は、それぞれの作品
と氏名が分かるようしにし、とりまとめ者の氏名、住所、
電話番号も記載して一括送付してください。

sanchiphoto@gmail.com
締め切りは 9月30日（月）（当日消印有効）です。
送付先等詳しくは、高知県山林協会ホームページをご覧下さい。

高知県山林協会 検索

山地災害防止の標語
及び写真を募集

標語コンクール

☆郵送による応募
応募票に氏名等を記載し、写真の裏面に張り付け
て送付してください。
☆Ｅメールによる応募の場合
下記メールアドレス宛に、応募写真のデジタルファ
イルを添付し、必要事項をメール本文に記載の上、
送付してください。

写真コンクール

　５月 23 日愛媛県松山市のえひめ共済会館にお
いて、林野庁河合治山課長、（一社）日本治山治
水協会・林道協会津元専務理事のご臨席を賜り、
四国四県の県及び協会関係者が参加して、令和
６年度治山林道四国地区協議会が開催された。
　各県から提出された「治山事業の制度拡充や
林道事業の採択要件」等の議題について協議し、

「林野公共事業の予算確保」等の要望事項を取り
まとめ、国及び各県の関係機関に要望すること
とした。

　5 月 26 日岡山県で
開催された第 74 回全
国植樹祭に池田会長が
出席し、令和５年度緑
化功労者として、農林
水産大臣賞を受賞しま
した。これも高知県や
会員の皆様のご理解と
ご協力の賜と感謝して
います。
　今後も作文コンクールや優良工事コンクール、
治山・林道体験ツアーの開催を通して、森林林
業の普及啓発活動等を進めると共に、役職員で
構成するボランティア団体による森林保全活動
に取り組んでいきます。

治山林道四国地区協議会の開催

高知県山林協会が農林水産大臣賞を受賞
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